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１．はじめに
２０２１年，長崎市は，長崎開港４５０周年を迎えた。長崎市は，観光都市として歴史的遺産
が存在する都市である。その都市の成立は，中世にさかのぼる。具体的には，長崎開港時
が都市の誕生とされている。
１５７１年（元亀２年），岬の高台に出島六町と岬の教会が建築され，ポルトガル船が入港
する。当時の港は，海に突き出た岬の先端部の西側に設置された。
その後，長崎は港町として，貿易を中心とした商いが行われた歴史を有し，都市形成は
内町，外町と発展した（*１）。
いかにして，長崎の都市形成は成立・発展してきたのか。現在においても街路や住空間
には，その形跡が継承され随所に見られる。
では，長崎の都市形成は，自然環境や時代の経過とともにどのように発展や継承が行わ
れてきたのか。
ここでは，当時の住環境を示す絵図としての『寛永長崎港図』を貴重資料として，主に
町屋，街路，公共空地の視点から中世の都市にみられる住環境の構造を明らかにすること
を試みる。

２．中世における日本の町屋
日本の中世における町屋に関する基本文献に『日本建築史序説（*２）』や『日本人の住
まい―住居と生活の歴史（*３）』などがあげられる。『日本建築史序説』では，「中世にお
ける都市庶民住宅は，奈良の例でみると，間口３メートルぐらいのものが多く，ごく小規
模だったことがわかり，京都のものも，洛中洛外屏風によると間口は２間，奥行２間のご
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図１ 中世の町屋

図２ 寛永長崎港図

く小さなものに過ぎなかった。
しかし，これらも，敷地の間口は狭くとも，奥行きはあり，道路で区画された一ブロッ
クの中心には空地を多く残していた。」と記述されている。
また，『日本人の住まい（図１）』では，「中世の町屋は，絵巻物や文書で見るかぎり，
間口も２～３間，奥行も同じくらいで，村のふつうの農家にくらべてやや小さい。建物は
農家と同じく堀立て柱で，土間と居室部からなっている。」と記述されている。

以上より，日本の中世における町屋の間口・奥行きは，①２間・２間，②２間・３間，
③３間・２間，④３間・３間の４タイプがあったと考えられる。
また，町屋の住空間は，土間と床上で構成される一間型であったと考えられる。

３．『寛永長崎港図』（図２）（*４）
寛永時代（１６２４年-１６４４年）における港町・長崎

を描いた絵図に『寛永長崎港図』がある。それには，
当時の長崎の町並みや自然地形などが描かれてい
る。
これによると長崎の町は，中央部に描かれた内町
と外町で構成されており，内町は白色，外町は赤色
と識別されている。なお，出島六町は，内町と同じ
白色で表現されている（*４）。
出島六町・内町・外町の主要な道路は，長い岬の
稜線を基準に構成されており，その奥には諏訪神社
が描かれている。
また，出島六町・内町・外町の周辺環境は，山と
海が明確に描かれており，波止場や，外国船の旗も
描かれている。
港の設置場所は，都市の発展と大きく関わると考
えられるが，地理的位置関係でいうと，三方に山，前方に海で描かれている。岬の先端の
左下部に設置されている。
その波止場のある内町（出島六町）には，１・２・３の堀があり，１の堀と２の堀の間
には奉行所跡が描かれている。また，岬の軸線と交差する横軸の道路が成立し，内町と外
町を含めた都市（市中）全体を４分割した時の交点（中心点）に奉行所跡が位置している。
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さらに，まち全体を４分割した交点は２の堀と３の堀の間に存在し，この地点は都市の発
展と関係がある。町屋の入り口面，いわゆる土間の位置と街路との関係も推定される。
内町から発展した外町には，中島川・眼鏡橋が描かれており，出島六町・内町の主要な
道路と交差する形で横軸の街路が構成・発展している。
中島川流域や小さな入り江を隔てた対岸の斜面地などは，いずれも古くから田地や畠地
であったと推測される。
さらに内町・外町（市中）の重要な交差点（結節点）は，眼鏡橋のある酒屋・豊後・下
町通りと交差する桜町交差点である。
以上より，『寛永長崎港図』は，長崎の都市形成における住環境の発展と継承について，
その構造要素である①自然環境，②街路・公共空間，③町屋の配置及び住空間の視点から
把握できる分析資料である（*５）。

４．出島六町の民家と住環境
４.１．出島六町の位置と住環境
出島六町は，中世・１５７１年に建築されており，横瀬浦町，外浦町，文知町，平戸町，大
村町，島原町の六町で構成されている。
その地理的環境は，長崎港に突き出た岬の先端部分の波止場の位置から水平にラインを
引いた位置から陸地に隣接する逆Ｔ字の領域にある。岬の稜線を基準に外浦町・大村町が
あり，海側に，横瀬浦町・平戸町，陸側に文知町・島原町が縦並びの町通りで構成されて
いる。
出島六町は，中世以降の都市の街路である町通りが基準にあると考えられる。

４.２．街路・公共空間
岬の教会と出島六町は，波止場の位置から水平にラインを引いた道路を介して領域が明
確に２分されている。

４.３．出島六町の民家
出島六町の民家の屋根は切り妻，平入の一階建てである。出入り口は，東入りと西入り
の２タイプがある。平面形式は，長方形と正方形の２タイプがある。
間取りは，土間と店の間で構成される一間型であると考えられる。（注２, ３）

５．内町の民家と住環境
５.１．内町の位置と住環境
『寛永長崎港図』における内町（白色）は，出島六町と外町（赤色）の間に位置し，内
町の領域としては，一の堀と三の堀とが該当する。
街路は，出島六町と同じ岬の稜線を基準にしており，この基準線は外町まで伸びている。
しかし一方では，これと新たに交差する横軸の街路も形成されている。一の堀と接する横
軸の街路であり，それが，基準になり陸に向かって段階的に街路が配置されていく。その
結果，グリッドの町並みが形成されている。
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５.２．街路・公共空間
（１）長崎奉行所と波止場
長崎奉行所は，本酒屋通りに接している。また，波止場から奉行所（玄関）までの街路
は，出島六町の横瀬町・平戸町の通りがメインになっている。
（２）グリッドと空地
グリッドの町並みは，町屋と町屋の内部に共同の空地が現象してきている。

５.３．内町の民家
内町の民家の屋根は切り妻・一階建ての平入である。出入り口に，北入りと南入りが現
象してきている。平面形式は，長方形と正方形の２タイプがある。
間取りは，出島六町の民家と同様，土間と店の間で構成される一間型であると考えられ
る。

６．外町の民家と住環境
６.１．外町の位置と住環境
内町と外町の境界を定めたのが，中世の１５９７年（慶長２年）である。山の麓にある外町
は，岬の高台にある内町を囲う形で構成されており，内町と外町は３の堀（１５９６年）の間
で領域区分されている。また，外町の中島川（エッジ）には橋（パス）が，海から陸に向
かって７つかかっている。すなわち，外町は，海から陸に向かって発展してきたことを読
み解くことができる（*６）。

６.２．街路・公共空間
街路は，出島六町・内町が岬の稜線を基準にしていたのに対し，町名の表記が示すよう
に，横軸の通りが，海側から段階的に配置されている。その横通りの主軸は，眼鏡橋―酒
屋町―豊後町―下町通りである。
また，この横軸と本興善町・豊後町の縦軸の交差点が，市中（内町・外町）のグリッド
の基準点となり市中が構成されている。

６.３．グリッドと空地
一定の領域における複数のグリッド形成により，町屋の配置が囲い型のいわゆる，縦列・
横列の交点が密着しているタイプの住区が構成されている。そして，この町屋の配列の真
ん中に共同の空地が現象してきている。

６.４．外町の民家
外町の民家の屋根は，内町同様，切り妻・一階建ての平入である。出入り口は，北入り
と南入りがメインになってきている。平面形式は，長方形と正方形の２タイプがある。
間取りは，出島六町の民家と同様，土間と店の間で構成される一間型であると考えられ
る。
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図３ 町屋と町並み

７．まとめ
７.１．中世の長崎における都市形成と住環境
中世の長崎における出島六町と内町・外町とでは，都市の構造が異なることを明らかに
した。領域区分においては，岬の教会と出島六町とは街路を介して明確に領域の区分がな
されていた。また，都市構造は街路・街並みは岬の稜線を基準にする町通りで構成されて
いた。
これに対して，内町・外町は街路が交差するグリッド構成であった。長崎奉行所はグリッ
ドの中に配置されていた。

７.２．中世の長崎における住空間（図３）
中世における出島六町・内町・外町の町屋は，土間と店の間で構成される一間型であっ
たと考えられる。
屋根は切り妻，平入の一階建てである。一間型は，間口と奥行きが①２間×２間，②３
間×２間の２タイプであった。
ただし，出島六町と内町・外町とでは出入り口の機能が異なり，出島六町では東・西入
りの町屋であった。これに対して，内町・外町においては，南・北入りの出入り口が現象
していた。なかでも，外町では南入りがメインになっている。
また，公共空間においては内町・外町には，出島六町にはなかった，共同の空地が成立
している。これらの現象は，奥行きを継承しながら住環境の質（快適性・保健性）を向上
させながら都市・まちづくりを発展させてきたことを意味している。
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